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LAMPIRAN 

 

あの夢を謎って (Ano Yume wo Nazotte) 

夜の空を飾る綺麗な花 

街の声をぎゅっと光が包み込む 

音の無い二人だけの世界で聞こえた言葉は 

「好きだよ」 

 

夢の中で見えた未来のこと 

夏の夜、君と、並ぶ影が二つ 

最後の花火が空に昇って消えたら 

それを合図に 

 

いつも通りの朝に 

いつも通りの君の姿 

思わず目を逸らしてしまったのは 

どうやったって忘れられない君の言葉 

今もずっと響いてるから 

 

夜を抜けて夢の先へ 

辿り着きたい未来へ 

本当に？あの夢に、 

本当に？って今も 

不安になってしまうけどきっと 

今を抜けて明日の先へ 

二人だけの場所へ 

もうちょっと 

どうか変わらないで 

もうちょっと 

君からの言葉 

あの未来で待っているよ 
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誰も知らない 

二人だけの夜 

待ち焦がれていた景色と重なる 

夏の空に未来と今繋がる様に開く花火 

君とここでほらあの夢をなぞる 

 

見上げた空を飾る光が今照らした横顔 

そうずっとこの景色のために 

そうきっとほら二つの未来が 

今重なり合う 

 

夜の中で君と二人 

辿り着いた未来で 

大丈夫想いはきっと 

大丈夫伝わる 

あの日見た夢の先へ 

 

今を抜けて明日の先で 

また出会えた君へ 

もうちょっと 

どうか終わらないで 

もうちょっと 

ほら最後の花火が今 

二人を包む 

音の無い世界に響いた 

「好きだよ」 
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群青 (Gunjou) 

嗚呼、いつもの様に 

過ぎる日々にあくびが出る 

さんざめく夜、越え、今日も 

渋谷の街に朝が降る 

どこか虚しいような 

そんな気持ち 

つまらないな 

でもそれでいい 

そんなもんさ 

これでいい 

 

知らず知らず隠してた 

本当の声を響かせてよ、ほら 

見ないフリしていても 

確かにそこにある 

 

感じたままに描く 

自分で選んだその色で 

眠い空気纏う朝に 

訪れた青い世界 

好きなものを好きだと言う 

怖くて仕方ないけど 

本当の自分 

出会えた気がしたんだ 

 

嗚呼、手を伸ばせば伸ばすほどに 

遠くへゆく 

思うようにいかない、今日も 

また慌ただしくもがいてる 

悔しい気持ちも 
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ただ情けなくて 

涙が出る 

踏み込むほど 

苦しくなる 

痛くもなる 

 

感じたままに進む 

自分で選んだこの道を 

重いまぶた擦る夜に 

しがみついた青い誓い 

好きなことを続けること 

それは「楽しい」だけじゃない 

本当にできる？ 

不安になるけど 

 

何枚でも 

ほら何枚でも 

自信がないから描いてきたんだよ 

何回でも 

ほら何回でも 

積み上げてきたことが武器になる 

周りを見たって 

誰と比べたって 

僕にしかできないことはなんだ 

今でも自信なんかない 

それでも 

 

感じたことない気持ち 

知らずにいた想い 

あの日踏み出して 

初めて感じたこの痛みも全部 

好きなものと向き合うことで 
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触れたまだ小さな光 

大丈夫、行こう、あとは楽しむだけだ 

 

全てを賭けて描く 

自分にしか出せない色で 

朝も夜も走り続け 

見つけ出した青い光 

好きなものと向き合うこと 

今だって怖いことだけど 

もう今はあの日の透明な僕じゃない 

ありのままの 

かけがえの無い僕だ 

 

知らず知らず隠してた 

本当の声を響かせてよ、ほら 

見ないフリしていても 

確かにそこに今もそこにあるよ 

知らず知らず隠してた 

本当の声を響かせてよ、さあ 

見ないフリしていても 

確かにそこに君の中に 
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夜に駆ける (Yoru ni Kakeru) 

沈むように溶けてゆくように  

二人だけの空が広がる夜に 

 

「さよなら」だけだった  

その一言で全てが分かった  

日が沈み出した空と君の姿  

フェンス越しに重なっていた  

 

初めて会った日から  

僕の心の全てを奪った  

どこか儚い空気を纏う君は  

寂しい目をしてたんだ  

 

いつだってチックタックと  

鳴る世界で何度だってさ  

触れる心無い言葉うるさい声に  

涙が零れそうでも  

ありきたりな喜びきっと二人なら見つけられる  

 

騒がしい日々に笑えない君に  

思い付く限り眩しい明日を  

明けない夜に落ちてゆく前に  

僕の手を掴んでほら  

忘れてしまいたくて閉じ込めた日々も  

抱きしめた温もりで溶かすから  

怖くないよいつか日が昇るまで  

二人でいよう  

 

君にしか見えない  

何かを見つめる君が嫌いだ  
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見惚れているかのような恋するような  

そんな顔が嫌いだ  

 

信じていたいけど信じれないこと  

そんなのどうしたってきっと  

これからだっていくつもあって  

そのたんび怒って泣いていくの  

それでもきっといつかはきっと僕らはきっと  

分かり合えるさ信じてるよ  

 

もう嫌だって疲れたんだって  

がむしゃらに差し伸べた僕の手を振り払う君  

もう嫌だって疲れたよなんて  

本当は僕も言いたいんだ  

 

ほらまたチックタックと  

鳴る世界で何度だってさ  

君の為に用意した言葉どれも届かない  

「終わりにしたい」だなんてさ  

釣られて言葉にした時  

君は初めて笑った  

 

騒がしい日々に笑えなくなっていた  

僕の目に映る君は綺麗だ  

明けない夜に溢れた涙も  

君の笑顔に溶けていく  

 

変わらない日々に泣いていた僕を  

君は優しく終わりへと誘う  

沈むように溶けてゆくように  

染み付いた霧が晴れる  

忘れてしまいたくて閉じ込めた日々に  



xi 

 Universitas Darma Persada 

差し伸べてくれた君の手を取る  

涼しい風が空を泳ぐように今吹き抜けていく  

繋いだ手を離さないでよ  

二人今、夜に駆け出していく 


